
可児市議会だより第 97 号　令和7年（2025年）第2回定例会

小学校で出前授業
第２回フリースピーチを開催

市議会ってどんなところ？　
今渡南小学校で出前授業を行いました（詳しくは２、３ページへ）



市議会って
どんなところ？

　可児市議会は、議会の役割や議員の仕事を
知ってもらうため、今渡南小学校６年生を対
象に５月12日～14日にかけて出前授業を行いま
した。小学校への出前授業は、可児市議会とし
て初めての実施となります。
　今回はその内容をお伝えします。

実際の議場の様子だよ

市長と議会、どちらも
市民の代表なんだね

議長

市長

議員

澤野　伸　議長

髙木　将延　副議長

　みんなが住んでいる可児市をよりよい「まち」にするに
はどうしたらよいかを決めていくことが政治です。
　そのためには、市内に住んでいる皆さん全員で意見を出
し合って考えていきたいところですが、可児市には約10万
人もの人が住んでいます。そんなにもたくさんの人が一度
に集まって話し合うのは大変です。

政治って何をするの？

　そこで、市民のみなさんが自分たちの代表者を「選挙」
という方法で選び、その人たちが話し合って決めていきます。
その選ばれた代表者を「市議会議員」、市議会議員が話し合
う場を「市議会」といいます。
　また、市議会議員とは別に、市長も選挙で選ばれます。
議員、市長それぞれを市民のみなさんが選挙で直接選ぶ制
度を二元代表制といいます。

どうやって話し合う？

●�可児市がよりよい「まち」になるため
に必要な予算案や条例案などを考え、
議会に提案します。

●�議会の承認を得た予算や条例などを実
行し、報告します。

市議会での市長の役割は？

●�市長からの提案について、いろいろな
視点で話し合い、決定（議決）します。

●�決まったことがしっかり実行されてい
るか、チェックします。

●�新たに実施してほしいこと、拡充して
ほしいことなど、来年度に向けた提言
を行います。

市議会での議員の役割は？

対等な立場

で 話 し 合 い
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授業で行った議会クイズに挑戦してみよう！

正解は15ページへ！

３．�可児市議会の会議の生放送は
何で見ることができる？

　　①ユーチューブ　
　　②NHK　
　　③ケーブルテレビ

６．小学生も選挙に行ける？
　　①選挙で投票できる　
　　②投票所へは入れない
　　③�保護者と一緒なら投票所

へ入り見学できる

★市長さんが提案して、市議会議員の人たちが決定するのは初めて知った。
★�自分たちが学校で使っているタブレットを買うときなど、市議会議員の
　人たちが話し合って決まったということを初めて知った。
★ぼくたちのために、慎重に色んなことを決めていることがわかった。
★�本物の市議会議員の人たちにわからなかったところを教えてもらえてよかった。
★投票所に入れることを知り、今度選挙があるときは、親と一緒に行ってみたい。

　これまでは、子ども達が議場に来る形で議会のことを知ってもらう機会としていましたが、今回
は、議会の方から出向いて行こうということで、市内小中学校に声をかけました。
　子ども達にどう伝えたらわかりやすいかな、と緊張しました。議会のことを身近に感じてもらえ
るよう、学校で使用しているタブレットのことを具体例に出すなど工夫しました。
　まちをよくするために、社会がどのように動いているのか、政治参画を考えるきっかけになれば
と思っています。今後も希望があれば積極的に出向きますので、ぜひお声がけしてくださいね！

５．市議会議員の任期は何年？
　　①２年　②４年　③６年

４．可児市の市議会議員は何人いる？
　　①12人　②22人　③50人

２．�議会で話し合った内容はどう
決める？

　　①議長が決める
　　②市長が決める　
　　③多数決で決める

授業を受けてみてどうだったかな？

初めての試み「出前授業」を終えて

トビラくん

１．市議会議員になれるのは満何歳から？
　��①18歳　②25歳　③30歳

みんなしっかり
学んでいるね
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第２回可児市議会
市民フリースピーチを
開催しました！可児市をよりよくするアイデア

や意見を議場でスピーチしてい
ただく「市民フリースピーチ」
を６月28日に開催し、７名に
登壇いただきました。

い
た
だ
い
た
意
見
を
踏
ま
え
、
調
査
研
究
を
進
め
て
い
き
ま
す
！
フ
リ
ー
ス
ピ
ー
チ
の
様
子
は
こ
ち
ら
か
ら
→

「独居の方の終活支援について」 　荒尾　美代子さん
　身寄りのない一人暮らしの方の終活支援の経験から、可児市でも、一人
暮らしの方の終活支援への取組みが始まっていくことを願っている。
　この場で私の声に耳を傾けてくださった方が自分のこととして受けとめ、
お一人様に限らず、終活について考える機会になればありがたい。

「一次産業が抱える課題」 　太田　陽菜さん
　行政職員の農業への理解度は低いと感じている。美濃加茂市の例ではあ
るが、農家の方と農林課の職員の方にヒアリングした際に考え方のズレが
あった。農家の方と可児市に住む農業高校の生徒や、農業に関心のある市民、
行政関係者で集まる場を設け、意見交流をすることから始めてはどうか。

「初めての検診のお知らせ」 　塩崎　映里さん
　検診とは、病気を早く見つけることで自分の生活や夢、家族と過ごす未
来を守っていくことができるものだと思う。だからこそ、お知らせを分か
りやすいものにし、受け取った人が必要だと考えられるだけの情報が掲載
され、いざ行ってみようって思ったときに、背中を押してくれるものであっ
て欲しい。

「持続可能な消防団へ」 　水野　元揮さん
　災害が激甚化・頻発化する昨今、地域防災の要である消防団員の減少は
深刻な問題である。
　団員の確保のため、学校と連携して、消防団の存在意義や仕組み、活動
内容などを直接説明する機会を毎年設けることで、消防団に対する理解が
深まっていき団員増に繋がっていくと思う。

「外国人が豊かで生きられる可児市」 　住吉 エリオ 洋一さん
　可児市には色々な施設に通訳がいるため、日本語を覚える努力をしない
人が多い。ただ、子ども世代は日本で生まれ、義務教育を受け日本語に困
らないため、今度は親子のコミュニケーションが難しいケースがある。今後、
年齢や国籍の壁がない社会を作って未来に進んでいくべきでは。

「安全・安心で住みよい可児市づくり」 　大前　雅紀さん
　若者が防災について学べる「わくわく防災ジュニアクラブ岐阜可児」を
立ち上げた。災害に強いまちのシステムづくりは、私たち大人の責務である。
夢と希望を持って、それぞれの立場で繋がり、思いの先にある防災教育、
一人一人が幸せになる可児市づくりに一緒に取り組みましょう。

「外国人との共生について」 　安藤　啓治さん
　可児市に住む日本人と外国人がお互いを知り、理解し、助け合い、尊重
し合い、安心して安全に暮らせる地域社会を目指し、日本人と外国人が一
緒に作る料理教室や外国人の防災意識向上のためのハザードマップの見方
の講習会開催、可児市版防災アプリの作成をしてみては。
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第２回定例会　提出された議案と審議結果
　提出された議案（承認３件、予算４件、条例４件、契約１件、その他３件の合計15件）と、請願（１
件）、教育福祉委員会の提案（発委１件）は、すべて原案のとおり可決されました。

この地域に「県立の夜間中学」設置を求める意見書
　県立の夜間中学は、授業料が無償であり、不登校生、不登校経験を持つ形式的卒業者、年齢的に
地元の中学校で受け入れてもらえない過年度生、学習支援が必要な外国籍の生徒など、年齢を問わず
に学ぶことができる居場所として機能していくと考えられます。よって、憲法第26条および教育機会
確保法に基づく一人一人に寄り添った多様な学びを保障する場として、可茂地域に「県立の夜間中学」
を設置するよう要望する意見書を県に提出しました。
 

ピックアップ議案
議案第49号　一般会計補正予算（第２号）

　令和６年度に実施した定額減税および定額減税補足給付金において、支給額に不足が生じた方な
どに対し、追加給付するために予算を補正するものです。（２億5000万円）
　令和６年度に実施した定額減税補足給付金は、令和５年中の所得をもとに推計で算定しました。こ
のため、令和６年分所得税および定額減税の実績額が確定したのちに算定した「本来給付すべき額」
と、「推計により給付した額（調整給付）」との間に差額が生じる場合があり、対象となる方に差額を
1万円単位で切り上げて給付するものです。

【全会一致で承認・可決された議案】

番号 件名

承認

2 税条例の一部改正

3 都市計画税条例の一部改正

4 国民健康保険税条例の一部改正

議案

38 令和７年度一般会計補正予算（第１号）

39 令和７年度介護保険特別会計補正予算（第１号）

40 令和７年度可児御嵩インターチェンジ工業団地開発事業特別会計補正予算（第１号）

41 税条例の一部改正

42 体育施設の設置及び管理に関する条例の一部改正

43 市民公益活動センターの設置及び管理に関する条例の一部改正

44 請負契約の変更（運動公園グラウンド施設整備工事）

45 財産の取得（移動式排水ポンプ１式の取得）

46 財産の取得（消防ポンプ自動車１台の取得）

47 財産の処分（可児御嵩インターチェンジ工業団地の土地の譲渡）

48 非常勤の特別職職員の報酬及び費用弁償に関する条例の一部改正

49 令和７年度一般会計補正予算（第２号）

請願 2 この地域に「県立夜間中学」設置を求める請願書

発委 3 この地域に「県立の夜間中学」設置を求める意見書

※議案の詳しい内容については、議会ホームページまたは議会事務局窓口にてご覧いただけます。
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軽
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き
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に
な
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。
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設
市
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部
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防
ポ
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取
得

QA

　
運
動
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
再
整
備

に
よ
り
利
用
料
金
な
ど
を
見
直
し
た

こ
と
に
伴
い
、
改
正
す
る
も
の
で
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。

　
　
運
動
公
園
グ
ラ
ウ
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の
料
金
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定
す
る
に
あ
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り
、
グ
ラ
ウ
ン
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東
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西
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は
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広
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や
初

期
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う
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し
た
の
か
。

　
　
東
面
と
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で
は
、
確
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に
広

さ
も
仕
様
も
異
な
っ
て
い
る
が
、
現

在
利
用
し
て
い
る
人
が
引
き
続
き
利

用
し
や
す
い
よ
う
現
行
料
金
の
設
定

を
大
き
く
変
え
な
い
よ
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に
し
た
。

体
育
施
設
の
設
置
及
び
管
理
に
関

す
る
条
例
の
改
正

QA

再整備中の運動公園グラウンド（６月現在）

可児市議会だより　2025.8.1　　6



審査の様子は
YouTubeでも

見られます

建設市民委員会　公共交通に関する提言書を提出（7 月 7 日）

　可児市においては、現在、自家用車以外の交通手段として、さつ
きバスや電話で予約バスなどの運行を行っていますが、十分とは言
い難い状況にあります。そうした中、当委員会では、公共交通利用
者からの意見聴取のほか、市民との懇談会、バス運転手や高校生を
対象としたアンケート調査、先進地視察などの地域公共交通につい
ての調査研究を昨年度から一年間行ってきました。調査研究の結果、
得られた現状の課題や市民ニーズならびに改善に向けた対策を取り
まとめ、次期可児市地域公共交通計画に反映されるよう、６月議会
最終日に市長に報告し、７月７日に提言書として手渡しました。

教育福祉委員会　美濃市の不登校支援の取組みを視察（４月 30 日）

　美濃市教育委員会を訪れ、「あんきに行ける学校プロジェクト」
について学びました。
　美濃市では、医療を中心にして諸機関と連携しながら不登校児童
生徒やその保護者を支援していく取組みが行われており、起立性調
節障害などの隠れた病気の早期発見や、服薬やカウンセリングによ
る不登校傾向の早期解消などにつながっているとのことでした。
　不登校や不登校傾向にある児童生徒への対応を本市は進めていま
すが、それと同時に、不登校が起きにくい学校づくりを進めていく
必要性を感じました。

委員会トピックス

　
市
民
公
益
活
動
セ
ン
タ
ー
の
利
用

実
績
を
考
慮
し
、
よ
り
効
率
的
な
管

理
運
営
を
図
る
た
め
、
改
正
す
る
も

の
で
す
。

　
　
休
館
日
を
増
や
し
、
開
館
時
間

を
減
ら
す
の
は
、
市
か
ら
の
提
案
か
、

運
営
し
て
い
る
団
体
か
ら
の
提
案
か
。

　
　
年
間
を
通
じ
て
利
用
状
況
な
ど

を
確
認
し
て
お
り
、
祝
日
の
３
分
の

２
で
来
館
者
が
な
く
、
来
館
者
が
い

て
も
１
、２
名
、
も
し
く
は
１
、２
団

体
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
で

ス
タ
ッ
フ
が
２
か
ら
４
名
出
勤
し
て

い
る
状
況
は
効
率
的
で
は
な
い
こ
と

か
ら
市
か
ら
提
案
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
　
ど
こ
へ
配
置
す
る
予
定
か
。

　
　
昨
年
度
購
入
し
た
１
台
目
は
木

曽
川
の
土
田
樋
管
に
配
置
し
て
お
り
、

２
台
目
と
な
る
今
年
度
購
入
分
は
そ

市
民
公
益
活
動
セ
ン
タ
ー
の
設
置

及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
改
正

QA移
動
式
排
水
ポ
ン
プ
の
取
得

QA

の
下
流
の
下
田
樋
管
に
配
置
予
定
で

あ
る
。

教
育
福
祉
委
員
会

　
請
願
１
件
に
つ
い
て
審
査
し
ま
し

た
。

　
年
齢
や
経
歴
を
問
わ
ず
学
ぶ
こ
と

が
で
き
る
居
場
所
と
し
て
、
可
茂
地

域
に
県
立
夜
間
中
学
の
設
置
を
求
め

る
内
容
で
す
。
審
査
の
結
果
、
賛
成

多
数
で
採
択
と
決
定
し
、
意
見
書
を

提
案
し
ま
し
た
。（
詳
し
い
内
容
は

５
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。）

◆
◆
討
論
の
内
容
◆
◆

多
く
の
会
派
の
議
員
が
紹
介
議

員
に
な
っ
て
い
る
の
は
、
県
立

の
夜
間
中
学
を
こ
の
地
域
に
、
と
い

う
思
い
か
ら
賛
同
し
て
い
る
と
思
う

た
め
、
賛
成
。

こ
の
地
域
に「
県
立
夜
間
中
学
」設

置
を
求
め
る
請
願
書

賛成

7　　可児市議会だより　2025.8.1



YouTubeで一般質問の様子を配信しています。※一般質問の紙面は、質問議員が作成しています。

12の視点  一般質問

松
まつお
尾　和

かずき
樹

田
たが み
上　元

もとかず
一

本
市
の
少
子
化
対
策
の
実
効
性

と
今
後
の
展
望

道
路
に
関
す
る
諸
課
題
を
考
え
る

　
　
国
道
２
４
８
号
線
４
車
線
化

の
進
捗
状
況
は
ど
う
か
。

　
　
現
在
、
岐
阜
県
が
坂
祝
町
か

ら
関
市
方
面
の
４
車
線
化
工
事
を

実
施
し
て
お
り
、
可
児
市
内
の
暫

定
２
車
線
区
間
も
順
次
事
業
を
進

め
て
い
く
と
の
こ
と
で
あ
る
。

　
早
期
事
業
完
了
に
向
け
て
県
に

対
し
て
引
き
続
き
要
望
し
て
い
く
。

　
　
警
察
庁
は
、
中
央
線
の
な
い

一
般
道
路
の
法
定
速
度
の
上
限
を

時
速
60
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
か
ら
30
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
に
引
き
下
げ
る
予
定

だ
が
、
市
の
対
応
は
。

　
　
速
度
が
下
が
る
こ
と
は
安
全

に
繋
が
る
こ
と
で
あ
り
、警
察（
交

通
管
理
者
）と
協
議
し
て
、市（
道

路
管
理
者
）
と
し
て
出
来
得
る
協

力
を
し
て
い
き
た
い
。

QAQA自
転
車
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く

り
に
つ
い
て

　
　
可
児
市
で
は
合
計
特
殊
出
生

率
（
一
人
の
女
性
が
一
生
の
間
に

生
む
子
ど
も
の
平
均
数
を
示
す
指

標
）
が
国
や
県
を
一
貫
し
て
下
回

る
状
態
が
、
平
成
30
年
以
降
続
い

て
い
る
。
こ
の
状
況
に
つ
い
て
、

要
因
を
ど
の
よ
う
に
分
析
し
て
い

る
か
。

　
　
就
職
な
ど
を
機
に
市
外
へ
転

出
す
る
若
年
層
が
多
く
、
結
果
と

し
て
出
産
適
齢
期
の
女
性
人
口
が

減
少
傾
向
に
あ
る
こ
と
な
ど
様
々

な
要
因
が
影
響
し
て
い
る
と
考
え

て
い
る
。
ま
た
、
女
性
の
社
会
進

出
が
進
む
一
方
で
、
仕
事
と
子
育

て
の
両
立
を
支
援
す
る
環
境
が
十

分
で
な
い
と
感
じ
て
い
る
方
や
、

教
育
費
や
生
活
費
の
負
担
感
か
ら
、

子
ど
も
を
持
つ
こ
と
を
躊
躇
す
る

方
な
ど
も
い
る
の
で
は
な
い
か
と

考
え
て
い
る
。

QA

　
　
国
の
自
転
車
活
用
推
進
法
、

岐
阜
県
の
第
２
次
自
転
車
活
用
推

進
計
画
を
受
け
て
市
の
対
応
は
。

　
　
市
独
自
の
計
画
策
定
は
考
え

て
お
ら
ず
、
県
の
ア
ク
シ
ョ
ン
プ

ラ
ン
を
基
に
ハ
ー
ド
、
ソ
フ
ト
両

面
の
施
策
を
展
開
し
て
い
く
。

　
　
自
転
車
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト
購
入

補
助
制
度
導
入
の
考
え
は
。

　
　
自
分
の
身
は
自
分
で
守
る
こ

と
が
基
本
で
あ
り
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト

購
入
補
助
制
度
導
入
の
考
え
は
な

い
。

QAQA

　
　
結
婚
支
援
、
出
会
い
支
援
に

関
す
る
施
策
を
ど
の
よ
う
に
位
置

づ
け
て
い
る
の
か
、
そ
の
必
要
性

を
ど
の
よ
う
に
認
識
を
し
て
い
る

の
か
。

　
　
本
市
で
は
結
婚
支
援
や
出
会

い
支
援
に
つ
い
て
、
計
画
や
重
点

施
策
に
は
位
置
づ
け
て
い
な
い
が
、

少
子
化
対
策
の
一
環
と
し
て
結
婚

を
希
望
さ
れ
る
方
へ
の
支
援
の
必

要
性
を
認
識
し
て
い
る
。

国・県
を
下
回
る
合
計
特
殊
出
生

率
に
危
機
感
を

QA

可児市の出生の状況
（市子ども・子育て支援事業計画（第３期）

より）

国道248号線4車線化の状況
（徳野南交差点付近）
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12の視点  一般質問

事
業
承
継
支
援
の
現
状
と
今
後

渡
わたなべ
辺　仁

ひと
美
み

身
体
障
が
い
の
あ
る

お
子
さ
ん
の
保
育
は

田
た
口
ぐち
　豊

とよ
和
かず

　
　
市
内
事
業
所
か
ら
の
事
業
承

継
に
関
す
る
相
談
の
受
付
は
ど
の

よ
う
に
行
わ
れ
て
い
る
か
。
ま
た
、

今
後
の
事
業
承
継
支
援
の
展
開
は
。

　
　
市
設
置
の
経
営
相
談
窓
口
で

あ
る
可
児
ビ
ジ
ネ
ス
カ
フ
ェ
、
ま

た
可
児
商
工
会
議
所
で
も
相
談
を

受
け
付
け
、
専
門
機
関
の
岐
阜
県

事
業
承
継
・
引
継
ぎ
支
援
セ
ン

タ
ー
へ
取
り
次
い
で
い
る
。
今
後

も
大
切
な
企
業
資
産
が
有
効
に
生

か
さ
れ
て
い
く
よ
う
、
相
談
業
務

な
ど
を
継
続
し
て
い
く
。

　
　
県
事
業
承
継
・
引
継
ぎ
支
援

セ
ン
タ
ー
で
受
け
た
県
全
体
の
相

談
件
数
と
事
業
承
継
成
立
件
数
は
。

　
　
令
和
６
年
度
の
相
談
件
数
は
、

県
全
体
で
５
２
９
件
、
う
ち
事
業

承
継
成
立
件
数
は
79
件
で
あ
っ
た
。

 

QAQA夏
休
み
な
ど
長
期
休
暇
期
間
の

子
ど
も
達
の
居
場
所
は

　
　
受
け
入
れ
体
制
の
現
状
は
。

　
　
保
育
園
等
入
園
調
整
基
準
表

に
基
づ
き
、
保
育
の
必
要
性
を
点

数
化
し
、
点
数
の
高
い
順
に
希
望

園
と
面
談
を
実
施
し
て
い
る
。
面

談
で
は
身
体
障
が
い
の
状
況
な
ど

を
確
認
し
、
集
団
保
育
が
可
能
か
、

加
配
保
育
士
の
配
置
や
施
設
的
な

対
応
が
可
能
か
を
踏
ま
え
、
入
園

可
否
を
総
合
的
に
判
断
し
て
い
る
。

　
　
園
で
の
支
援
体
制
は
充
分
か
。

　
　
公
立
園
で
は
、
就
園
前
に
保

護
者
と
詳
細
な
打
合
せ
を
行
い
、

入
園
後
は
個
別
支
援
計
画
を
作
成

し
、
障
が
い
の
程
度
に
応
じ
た
排

せ
つ
、
移
動
の
介
助
な
ど
、
き
め

細
か
く
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
る
。
ま

た
、
保
護
者
相
談
に
も
随
時
対
応

し
、
子
育
て
に
関
す
る
情
報
提
供
、

関
係
機
関
へ
の
つ
な
ぎ
役
を
担
う

な
ど
、
支
援
体
制
を
整
備
し
て
い

る
。 

QAQA

　
　
特
に
夏
休
み
期
間
に
お
け
る

子
ど
も
達
の
居
場
所
づ
く
り
に
対

す
る
本
市
の
取
組
み
は
。

　
　
キ
ッ
ズ
ク
ラ
ブ
の
ほ
か
、
児

童
セ
ン
タ
ー
や
図
書
館
、
各
地
区

セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
も
子
ど
も
向

け
の
催
し
の
開
催
や
会
議
室
な
ど

を
開
放
し
た
自
主
学
習
ス
ペ
ー
ス

の
設
置
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

　
　
夏
休
み
期
間
に
重
点
的
に
活

動
す
る
団
体
へ
の
支
援
は
あ
る
か
。

　
　
夏
休
み
を
含
む
年
間
を
通
じ

た
継
続
的
な
活
動
に
つ
い
て
は
、

こ
ど
も
の
す
こ
や
か
な
育
ち
応
援

活
動
助
成
金
な
ど
を
活
用
で
き
る
。

QAQA

　
　
体
制
強
化
の
取
組
み
は
。

　
　
市
と
し
て
も
、
身
体
に
障
が

い
の
あ
る
児
童
の
保
育
は
、
児
童

の
健
全
な
育
成
と
保
護
者
の
子
育

て
を
支
援
す
る
上
で
必
要
性
が
高

い
と
認
識
し
て
い
る
。
適
切
な
支

援
を
提
供
す
る
た
め
、
障
が
い
児

保
育
に
係
る
補
助
金
の
拡
充
に
向

け
た
国
・
県
へ
の
要
望
な
ど
に
よ

り
、
体
制
強
化
に
努
め
て
い
く
。

体
制
強
化
に
つ
い
て

QA

持続的な活動をする
子ども食堂

身体障がいのあるお子さんの
人数と就園状況
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12の視点  一般質問

市
女
性
管
理
職
の
登
用
促
進
を

名
鉄
広
見
線
の
存
廃
は

冨
とみだ
田　牧

まきこ
子

川
かわかみ
上　文

ふみ
浩
ひろ

　
　
新
可
児
―
御
嵩
駅
間
の
自
治

体
負
担
は
１
億
８
千
万
円
で
確
定

か
。

　
　
あ
く
ま
で
も
参
考
の
た
め
の

試
算
で
あ
り
、
現
時
点
で
は
確
定

で
は
な
い
。

　
　
老
朽
化
し
た
鉄
道
の
改
修
な

ど
コ
ス
ト
が
大
幅
に
増
加
す
る
可

能
性
は
あ
る
か
。

　
　
存
続
を
決
め
た
後
、
物
価
や

人
件
費
の
高
騰
、
調
査
の
結
果
で

費
用
が
上
が
る
可
能
性
は
十
分
あ

る
。

　
　
御
嵩
町
長
が
鉄
道
存
続
を
町

の
方
針
と
し
て
表
明
し
た
が
、
可

児
市
、
御
嵩
町
、
八
百
津
町
、
名

鉄
の
四
者
に
よ
る
協
議
に
影
響
は

あ
る
か
。

　
　
協
議
に
あ
た
り
御
嵩
町
の
考

え
を
示
し
た
も
の
で
、
今
後
の
協

議
に
大
き
く
影
響
す
る
こ
と
は
な

い
。

QAQAQA

　
　
本
市
第
４
次
男
女
共
同
参
画

プ
ラ
ン
で
は
、
市
の
女
性
管
理
職

（
課
長
職
以
上
）
の
割
合
を
、
令

和
９
年
度
に
11
％
、女
性
役
職（
係

長
以
上
）
は
45
％
を
目
標
と
し
て

い
る
。
現
状
と
展
望
は
。

　
　
本
年
の
管
理
職
に
占
め
る
女

性
の
割
合
は
５・
８
％
、
役
職
に

お
け
る
女
性
の
割
合
は
20
・
７
％

で
あ
り
、
プ
ラ
ン
の
目
標
に
は
達

し
て
い
な
い
。
一
気
に
管
理
職
に

登
用
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
、

今
後
も
し
っ
か
り
と
し
た
環
境
づ

く
り
を
行
っ
て
い
く
。
女
性
職
員

が
自
信
を
も
っ
て
管
理
職
を
目
指

せ
る
よ
う
、
若
い
う
ち
か
ら
キ
ャ

リ
ア
デ
ザ
イ
ン
研
修
を
実
施
し
た

り
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
や
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
能
力
な
ど
を
強
化
す
る
研

修
を
設
け
る
よ
う
努
め
て
い
く
。

 

QA

　
　
新
可
児
―
犬
山
駅
間
の
存
続

に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
か
。

　
　
駅
の
無
人
化
や
ワ
ン
マ
ン
化
、

ダ
イ
ヤ
改
正
な
ど
に
よ
り
、
利
便

性
が
低
下
し
て
い
る
こ
と
に
つ
い

て
危
機
感
を
感
じ
て
い
る
。

　
難
し
い
問
題
で
は
あ
る
が
、
今

後
活
性
化
策
を
考
え
て
い
く
。

新
可
児
―
犬
山
駅
間
存
続
に
向

け
て
の
考
え
は

QA

　
　
コ
ロ
ナ
禍
で
様
々
な
理
由
か

ら
生
理
用
品
を
購
入
・
入
手
で
き

な
い
「
生
理
の
貧
困
」
が
問
題
と

な
っ
た
が
、
自
治
体
で
の
取
組
み

が
進
み
、
学
校
や
公
共
施
設
の
ト

イ
レ
に
生
理
用
品
を
設
置
す
る
と

こ
ろ
が
増
え
て
い
る
。
本
市
は
ど

う
か
。

　
　
市
役
所
を
は
じ
め
、
各
地
区

セ
ン
タ
ー
な
ど
市
内
全
て
の
公
共

施
設
を
対
象
に
実
施
に
向
け
て
調

整
中
で
あ
る
。
ま
た
、
よ
り
子
ど

も
達
の
手
に
届
き
や
す
い
方
法
に

つ
い
て
学
校
と
協
議
し
て
い
く
。

ト
イ
レ
に
生
理
用
品
を

QA

可児市内第一鉄橋

女性トイレ内に設置
された生理用ナプキン

（静岡県藤枝市）
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12の視点  一般質問

コ
メ
問
題　
可
児
市
で
も
減
産

調
整
か
ら
増
産
へ

伊
いとう
藤　健

けんじ
二

公
共
施
設
の
Ｄ
Ｘ
化
の
進
捗
状
況
と

今
後
の
展
望
は

天
あもう
羽　良

よし
明
あき

　
　
窓
口
に
行
か
な
く
て
も
施
設

の
空
き
状
況
が
ス
マ
ホ
な
ど
で
確

認
で
き
る
と
便
利
で
あ
る
。
本
市

の
公
共
施
設
予
約
シ
ス
テ
ム
の
Ｄ

Ｘ
化
の
現
状
と
今
後
の
計
画
は
。

　
　
市
民
が
利
用
す
る
公
共
施
設

の
う
ち
、
体
育
施
設
や
一
部
施
設

は
既
に
施
設
予
約
シ
ス
テ
ム
を
導

入
済
み
で
、
カ
ヤ
バ
ス
タ
ジ
ア
ム

や
福
祉
セ
ン
タ
ー
な
ど
は
体
育
施

設
予
約
シ
ス
テ
ム
で
空
き
状
況
の

み
が
確
認
で
き
る
。
本
年
度
は
県

補
助
金
を
活
用
し
て
子
育
て
健
康

プ
ラ
ザ
・
マ
ー
ノ
に
導
入
予
定
で

あ
り
、
マ
ー
ノ
で
の
運
用
を
参
考

に
地
区
セ
ン
タ
ー
も
同
様
の
シ
ス

テ
ム
に
追
加
し
運
用
し
て
い
き
た

い
。
ま
た
、
学
校
開
放
施
設
は
、

ス
マ
ー
ト
キ
ー
と
連
携
で
き
る
施

設
予
約
シ
ス
テ
ム
の
導
入
を
検
討

し
て
い
る
。

 

QA

　
　
コ
メ
生
産
と
需
要
バ
ラ
ン
ス

が
崩
れ
、
深
刻
な
米
価
高
騰
と
品

不
足
だ
。
毎
年
77
万
㌧
も
の
外
国

産
を
輸
入
し
な
が
ら
、
国
は
国
内

に
減
産
調
整
を
押
し
付
け
て
き
た
。

本
市
で
も
稲
作
農
家
の
経
営
戸
数

は
半
減
し
、
農
業
法
人
数
は
横
ば

い
だ
。
市
の
米
穀
受
給
調
整
を
担

う
の
が
農
業
再
生
協
議
会
で
、
水

稲
作
付
目
標
面
積
を
通
知
し
、
コ

メ
生
産
の
営
農
指
導
を
行
う
仕
組

み
だ
。
減
産
調
整
を
や
め
増
産
へ

の
取
組
み
を
。

　
　
国
が
示
す
全
国
の
米
需
給
見

通
し
を
基
に
、
県
協
議
会
が
示
す

市
町
村
別
生
産
指
標
を
受
け
、
市

協
議
会
が
、
米
の
生
産
数
量
目
標

を
設
定
し
て
い
る
。

　

今
後
は
、
今
年
度
改
定
さ
れ
た
、

食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
計
画
な

ど
に
基
づ
い
た
、
各
種
の
取
組
み
が

推
進
さ
れ
て
い
く
も
の
と
考
え
る
。

QA

　
　
ス
マ
ー
ト
キ
ー
を
利
用
で
き

る
施
設
の
追
加
拡
大
の
考
え
は
。

　
　
学
校
開
放
施
設
の
鍵
の
管
理

は
地
区
セ
ン
タ
ー
で
行
っ
て
い
る

が
、
学
校
と
地
区
セ
ン
タ
ー
が
か

な
り
離
れ
た
所
に
あ
る
場
合
の
鍵

の
受
渡
し
の
手
間
を
解
消
す
る
こ

と
が
ス
マ
ー
ト
キ
ー
導
入
の
目
的

で
あ
る
。
そ
の
他
の
施
設
は
、
施

設
あ
る
い
は
近
隣
施
設
に
管
理
人

が
い
る
こ
と
か
ら
ス
マ
ー
ト
キ
ー

に
変
え
る
必
要
は
な
い
と
認
識
し

て
い
る
。

ス
マ
ー
ト
キ
ー
で
Ｄ
Ｘ
推
進
を

QA

　
　
国
は
後
期
高
齢
被
保
険
者
に

一
律
に
資
格
確
認
書
の
交
付
を
通

知
し
た
。
ま
た
、
渋
谷
区
な
ど
は

区
長
権
限
で
マ
イ
ナ
保
険
証
の
有

無
を
問
わ
ず
全
国
保
加
入
者
に
交

付
す
る
が
、
本
市
も
で
き
な
い
か
。

　
　
法
律
で
資
格
確
認
書
は
電
子

資
格
確
認
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

な
い
際
に
交
付
す
る
と
さ
れ
て
い

る
。
ま
た
、
前
期
高
齢
者
の
マ
イ

ナ
保
険
証
利
用
率
が
高
い
こ
と
も

あ
り
、
資
格
確
認
書
の
全
国
保
加

入
者
へ
の
職
権
交
付
は
考
え
て
い

な
い
。

全
国
保
加
入
者
に
資
格
確
認
書

交
付
を

QA

学校開放施設スマートキー
（西可児中学校）

コメの生産量と
需要量の5ヵ年推移
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12の視点  一般質問

野
良
猫
の
保
護
活
動
に
え
さ
代
な
ど

の
費
用
補
助
を

災
害
用
配
慮
者
支
援
用
バ
ン
ダ
ナ
の

設
置
を

山
やま
田
だ
　喜

よし
弘
ひろ

野
の ろ
呂　和

かずひさ
久

　
　
災
害
用
配
慮
者
支
援
用
バ
ン

ダ
ナ
を
指
定
避
難
所
に
設
置
し
て

は
。

　
　
避
難
生
活
を
す
る
避
難
者
同

士
は
、
一
見
し
た
だ
け
で
は
配
慮

し
て
欲
し
い
こ
と
が
わ
か
ら
な
い
。

お
互
い
が
円
滑
な
避
難
生
活
を
過

ご
す
た
め
、
災
害
用
配
慮
者
支
援

用
バ
ン
ダ
ナ
は
有
効
な
ツ
ー
ル
で

あ
る
こ
と
か
ら
導
入
を
検
討
す
る
。

　
　
消
防
団
向
け
ア
プ
リ
導
入
で

団
員
負
担
の
軽
減
を
。

　
　
消
防
団
用
総
合
的
ア
プ
リ
は

導
入
し
て
い
な
い
が
、
す
ぐ
メ
ー

ル
か
に
な
ど
で
火
災
の
発
生
や
現

場
の
位
置
情
報
を
把
握
で
き
る
。

令
和
６
年
度
に
開
発
し
た
本
市
専

用
の
消
防
水
利
位
置
確
認
ア
プ
リ

や
、
各
種
報
告
書
な
ど
の
電
子
申

請
サ
ー
ビ
ス
を
活
用
す
る
こ
と
で

団
員
の
負
担
軽
減
を
図
っ
て
い
る
。

QAQA

　
　
本
市
は
飼
い
主
不
明
猫
（
野

良
猫
）
の
対
策
と
し
て
、
公
益
財

団
法
人
ど
う
ぶ
つ
基
金
の
「
さ
く

ら
ね
こ
無
料
不
妊
手
術
事
業
」
に

参
加
し
、
市
認
定
の
団
体
が
事
業

を
利
用
し
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

団
体
の
利
用
実
績
は
毎
年
１
０
０

件
程
度
あ
り
、
術
後
の
猫
の
え
さ

代
な
ど
活
動
費
用
の
負
担
を
心
配

す
る
。
費
用
の
一
部
を
補
助
で
き

な
い
か
。

　
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
に
聞
き

取
り
を
行
っ
た
が
、
支
援
者
な
ど

か
ら
食
べ
物
の
寄
付
も
あ
る
こ
と

か
ら
フ
ー
ド
ロ
ス
の
観
点
も
含
め
、

え
さ
代
費
用
の
一
部
補
助
は
考
え

て
い
な
い
。

　
　
狂
犬
病
予
防
法
の
特
例
制
度

に
市
が
参
加
し
た
場
合
、
マ
イ
ク

QA狂
犬
病
予
防
法
の
特
例
制
度
へ

の
参
加
の
考
え
は

Q

　
　
「
可
児
市
版
住
ま
い
の
エ
ン

デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
」
を
作
成
し
て
は
。

　
　
こ
れ
ま
で
も
市
民
や
空
き
家

所
有
者
に
対
し
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

や
チ
ラ
シ
を
作
成
し
啓
発
し
て
き

た
。
あ
ら
か
じ
め
住
ま
い
の
将
来

に
つ
い
て
話
し
合
う
こ
と
が
で
き
、

知
り
た
い
情
報
が
一
目
で
わ
か
る

「
可
児
市
版
住
ま
い
の
エ
ン
デ
ィ

ン
グ
ノ
ー
ト
」
を
年
内
に
作
成
し
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い

く
。 住

ま
い
の
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー

ト
の
作
成
を

QA

ロ
チ
ッ
プ
を
装
着
し
た
犬
の
情
報

な
ど
が
指
定
登
録
機
関
か
ら
自
動

的
に
市
に
通
知
さ
れ
、
飼
い
主
も

市
の
窓
口
へ
の
登
録
申
請
が
不
要

と
な
る
。
制
度
へ
の
参
加
の
考
え

は
な
い
か
。

　
　
現
場
を
担
う
公
益
社
団
法
人

岐
阜
県
獣
医
師
会
中
濃
支
部
可
茂

分
会
か
ら
意
見
の
聴
取
を
行
っ
て

い
る
。
制
度
移
行
に
係
る
問
題
点

の
整
理
、
解
決
や
管
轄
市
町
村
の

連
携
・
協
議
・
調
整
を
行
い
、
事

業
実
施
を
進
め
て
い
き
た
い
。

A

災害用配慮者支援用
バンダナ（小牧市）

保護猫ボランティア宅で譲渡会を
待つ子猫達
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12の視点  一般質問

持
続
可
能
な
自
治
会
運
営
の

サ
ポ
ー
ト
を

市
民
意
見
の
反
映
に
対
す
る

取
組
み
は

髙
たか
木
ぎ
　将

まさ
延
のぶ

前
まえかわ
川　一

いっぺい
平

　
　
自
治
会
活
動
推
進
交
付
金
制

度
を
活
用
し
、
自
治
会
活
動
の
活

性
化
を
図
っ
た
事
例
は
あ
る
か
。

　
ま
た
、
自
治
会
役
員
の
負
担
軽

減
へ
の
取
組
み
は
。

　
　
自
治
会
活
動
推
進
交
付
金
は

使
途
の
限
定
を
し
て
お
ら
ず
、
役

員
の
負
担
軽
減
の
た
め
の
デ
ジ
タ

ル
を
活
用
し
た
取
組
み
や
防
災
の

た
め
の
地
域
団
体
と
連
携
し
た
取

組
み
な
ど
に
活
用
さ
れ
て
い
る
。

　
自
治
会
役
員
の
負
担
と
な
っ
て

い
る
各
種
団
体
委
員
の
推
薦
の
う

ち
、
特
に
法
令
な
ど
の
定
め
が
な

い
委
員
に
つ
い
て
は
、
必
要
な
活

動
や
人
数
に
つ
い
て
地
域
で
見
直

し
を
進
め
ら
れ
る
よ
う
、
市
自
治

連
絡
協
議
会
と
連
携
し
て
い
る
。

　
自
治
会
は
行
政
に
お
け
る
ま
ち

づ
く
り
の
最
大
の
パ
ー
ト
ナ
ー
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
市
と
し
て
で
き

る
負
担
軽
減
に
引
き
続
き
取
り
組

QA

　
　
市
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
制

度
に
お
け
る
周
知
方
法
お
よ
び
参

加
促
進
の
工
夫
の
現
状
は
。

　
　
本
市
で
は
、
市
公
式
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
、
資
料
コ
ー
ナ
ー
、
担
当

課
窓
口
、
各
連
絡
所
に
お
い
て
資

料
を
公
開
し
、
周
知
し
て
い
る
。

意
見
提
出
の
方
法
と
し
て
ウ
ェ
ブ

フ
ォ
ー
ム
を
追
加
し
、
資
料
の
事

前
公
表
、
意
見
提
出
期
間
の
延
長
、

市
民
か
ら
意
見
を
得
た
い
項
目
の

明
示
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た

市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
、『
パ

ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
募
集
中
の
案

件
・
結
果
の
公
表
』
と
し
て
実
施

一
覧
を
公
開
し
て
い
る
ほ
か
、「
広

報
か
に
」
に
お
い
て
は
「
市
民
意

見
を
募
集
」
と
い
う
分
か
り
や
す

い
表
現
に
改
め
て
案
内
し
て
い
る
。

QAＡ
Ｉ
活
用
に
よ
る
意
見
集
約
を

ん
で
い
く
。

　
　
各
種
団
体
発
行
の
刊
行
物
を

ま
と
め
て
デ
ジ
タ
ル
回
覧
で
き
な

い
か
。

　
　
行
政
機
関
な
ど
か
ら
の
回
覧

文
書
は
８
月
か
ら
市
公
式
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
電
子
デ
ー
タ
を
掲
載
予

定
で
あ
る
。
こ
れ
に
合
わ
せ
て
こ

の
電
子
デ
ー
タ
が
閲
覧
で
き
る
二

次
元
コ
ー
ド
の
案
内
一
枚
を
回
覧

す
る
モ
デ
ル
事
業
を
開
始
す
る
。

回
覧
の
デ
ジ
タ
ル
化
は
可
能
か

QA

　
　
Ａ
Ｉ
を
活
用
し
た
ブ
ロ
ー
ド

リ
ス
ニ
ン
グ
に
よ
る
市
民
意
見
の

集
約
・
分
析
に
つ
い
て
、
導
入
の

可
能
性
や
考
え
は
。

　
　
Ａ
Ｉ
技
術
の
活
用
に
つ
い
て

は
、
今
年
度
本
格
的
に
研
修
を
開

始
し
、
全
庁
的
な
展
開
を
進
め
て

い
る
。
ブ
ロ
ー
ド
リ
ス
ニ
ン
グ
に

つ
い
て
も
情
報
収
集
を
行
っ
て
お

り
、
導
入
に
あ
た
っ
て
は
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
の
安
全
性
、
費
用
面
な
ど

を
総
合
的
に
勘
案
し
て
検
討
す
る

こ
と
が
必
要
と
の
認
識
で
あ
る
。

実
効
性
あ
る
手
法
が
確
立
さ
れ
れ

ば
選
択
し
て
い
き
た
い
。

QA

市HPで紹介している自治会活動事例集

パブリックコメントとは
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　　　　　　令和６年度 政務活動費　　　　　　

  議員の調査研究に役立てるための必要な経費の一部として交付されるものです。本市では議
員１人あたり年間24万円（月あたり2万円）が各会派や会派に属さない議員に交付されます。
  各会派などは、すべての収支を計上し、領収書の原本を添付したうえで収支報告書を議長に
提出することになっています。また、残額は預金利息を含めて市に返還しています。

◆収支報告
会派名など 人数（人） 交付額（円） 支出額合計（円） 残額（円）

会派きずな 7 1 ,680,000 1 ,580,941 99,059
可児未来　※ 4 960,000 462,465 497,535
自由民主クラブ 3 720,000 132,348 587,652
日本共産党可児市議団 2 480,000 117,156 362,844
可児市議会公明党 2 480,000 370,689 109,311
白い会派 2 480,000 308,512 171,488
大平　伸二（無会派） 1 240,000 0 240,000
田上　元一（無会派） 1 240,000 221,499 18,501

計 22 5 ,280,000 3 ,193,610 2 ,086,390
※可児未来は年度途中の所属人数の変更に伴う交付額の変更あり。

区　分 件数（件） 支出額（円）
慶祝 0 0  
見舞 0 0  
弔慰 4 36,000
会費 18 113,000
協賛・賛助 0 0  
その他 0 0  

計 22 149,000

　　　　　　令和６年度 議長交際費　　　　　　

  議長が議会を代表し対外的な活動をするために
予算の範囲内で支出する経費です。

議長公務の内容は議会ホームページや
フェイスブックなどで公開しています

収支報告書は議会ホームページや議会事務局で閲覧できます

議長交際費と政務活動費 どう使われた議長交際費と政務活動費 どう使われた？？

◆収支内訳

会派名など 支出額
合計（円）

支出内訳（円）
調査研究費 研修費 資料作成費 資料購入費 事務所費

会派きずな 1,580,941 162,612 1,194,263 213,330 2,530 8,206 
可児未来 462,465 0 354,024 0 0 108,441 
自由民主クラブ 132,348 0 132,348 0 0 0 
日本共産党可児市議団 117,156 0 39,480 0 74,870 2,806 
可児市議会公明党 370,689 0 108,576 19,143 98,130 144,840 
白い会派 308,512 0 165,117 3,385 7,590 132,420 
大平　伸二 0 0 0 0 0 0 
田上　元一 221,499 0 0 0 123,069 98,430 

計 3,193,610 162,612 1,993,808 235,858 306,189 495,143 
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　本会議開会日に議場コンサートを開催しました。たくさんのバラに
囲まれた議場で、市内在住のヴァイオリニスト、古井麻美子さんをは
じめとする４人の演奏者による弦楽四重奏の美しい演奏が議場に響き
渡りました。
　可児市議会では、バラが見ごろを迎える６月議会をバラ議会と称し
ています。「バラのまち可児」を広くアピールするとともに、普段はあ
まり入ることのない議場で演奏を楽しんでもらい、議会を身近に感じ
てほしいという思いからの取組みです。
　小さいお子さん連れの方を含め、62人の方が来場され、美しいバラ
と演奏を楽しまれていました。

　10月25日（土）に可児市文化創造センター・アーラで行われ
る可児市産業フェアに、可児市議会も出展します！
　ぜひお越しください！

昨年の様子

★「議員と語ろう」コーナー
　 あなたの声を聴かせてください。身近な困りごとや、

市に望むことなどを議員がお聴きします。
★なりきり！議員体験コーナー
　当選議員になりきって写真を撮ろう！
★可児市議会アンケート
★可児市議会活動紹介コーナー

出展内容（予定）

バラ議会議場コンサートを開催しました （６月５日）

  産業フェアに出展します（10月25日）  

議会レポート

予 告

このコーナーでは、議会が行っている
活動などを紹介します。

アンケートに
ご協力いただいた方に
粗品を進呈します！

１の答：②25歳   可児市に住む満25歳以上の人が立候補できます。
２の答：③多数決で決める   賛成と反対が同じ人数のときは、議長が決めることになります。
３の答：③ケーブルテレビ   生放送はケーブルテレビ可児で、録画放送はユーチューブで見られます。
４の答：②22人    可児市のルール（条例）で市議会議員の人数を22人と決めています。他の市町村

もそれぞれルール（条例）を決めて人数を定めており、その人数は市町村によっ
て違います。

５の答：②４年    選挙に立候補して当選すると４年間議員として活動できます。 立候補は何回で
もできます。

６の答：③保護者と一緒なら
　　　　  投票所へ入り見学できる    保護者の人が投票するときに同伴して投票所内に入り、見学できます。

議会クイズ（３ページ）のこたえ　何問正解できたかな？
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広：今後の展望は。
参： 孤立防止のためにも出かける場所があることは

大切なことだと思います。スポーツ教室の参加
者が増えるといいと思います。
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広：ぺルックとはどんなスポーツですか。
参： もともとフィンランドの「モルック」というス

ポーツがあり、室内で気軽にできないか？と、
木の棒（モルック）、木のピン（スキットル）
の代わりにペットボトルを使うようアレンジし
たと聞いています。

広：ぺルックの難しい点はどんなところですか。
参： ペットボトルで作った棒を投げる力加減が難し

いです。まっすぐいったり曲がったり届かな
かったりします。また、たくさんピンを倒すだ
けでなく、状況により狙うピンの点数や本数な
ど戦略も必要です。

広：どんなところが楽しいですか。
参： ピンに当たると楽しいですし、皆に会ってお互

いの顔を見ておしゃべりするだけで嬉しいです。

チョット おじゃまします

可児市議会だより「議会のトビラ」
表紙の写真・イラスト・絵画を

募集しています
　可児市内で撮影した写真や、可児市内の風景など
を題材にしたイラスト・絵画を可児市議会だより
「議会のトビラ」の表紙に応募してみませんか？
　詳しくは、議会ホームページまたはオンライン応
募フォームをご覧ください。（随時募集しています）

軽スポーツで地域の元気づくり　シリーズ４

　議会広報部会員の天羽議員、冨田議員、山田議員、川合議員、松尾議員が「ぺルック」を体験するため福祉
センターにおじゃましました。可児市障がい者支援センター　ハーモニーでは、毎月第４金曜日に障がいの程
度に関わらず気軽に参加できるスポーツ教室を開催しており、月ごとにスポーツが異なります。　
　今回は軽スポーツ「ペルック」が開催されるとのことで、参加させていただきました。
　※文中で広報部会員は（広）、参加者の皆さんは（参）としています。

「軽スポーツ」とは、一般的なスポーツに比べて体にあまり負担がかからず、気軽に誰もが楽しめるスポー
ツのことです。
　軽スポーツを通して 地域の元気を探るシリーズ 第４弾は「ぺルック」です！
● ぺルックとは・・・可児市スポーツ推進委員が考案したスポーツで、12本のペットボトルで作ったピン

にそれぞれ数字がつけられており、ペットボトルで作った棒を投げて、ピンを倒した本数、または倒した
ピンの数字が得点になります。２チームで投げ合い、先に50点ピッタリになったチームの勝ちです。

第４回定例会のお知らせ
8月

21日 開会日（議案説明）
21日、22日 予算決算委員会

9月
3日、4日 一般質問・議案質疑
8日、9日 予算決算委員会
10日 総務企画委員会
11日 建設市民委員会
12日 教育福祉委員会
18日 予算決算委員会
26日 閉会日（委員長報告・討論・採決）
※会議は午前9時開会の予定です。
※日程は、都合により変更する場合があります。

議会HPは

こちら

オンライン
での応募は
こちらから

「可児市議会だより」は環境に
優しい植物油インキを使用しています。

（過去の応募作品）

参加者の皆さんとぺルックを楽しみました
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